
中国・四国ブロックのエイズ発生動向の概要 

 

１ ＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の報告数 

平成 28 年に報告された全国のＨＩＶ感染者数は 1,003 件（前年 1,006 件），ＡＩＤＳ患者

数は，437 件（前年 428 件），両者を合わせた新規報告件数は 1,440 件（前年 1,434 件）であ

った（図１）。 

中国・四国ブロック内のＨＩＶ感染者数は52件（前年47件），ＡＩＤＳ患者数は 

18件（前年37件），両者を合わせた新規報告件数は70件（前年84件）であった(図２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 中国・四国ブロックのＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の報告数 

図 1 全国の HIV 感染者・AIDS 患者の報告数 

資料２ 



２ 全国のＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の感染経路別内訳（平成 28 年） 

(１) ＨＩＶ感染者について 

全国で平成 28 年に報告されたＨＩＶ感染者の感染経路は，異性間の性的接触が 

169 件(16.8％)，同性間の性的接触が 725 件(72.3％)で，性的接触によるものは合わせて 

894 件(89.1％)を占めた（図３）。 

また，静注薬物使用が１件報告があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) ＡＩＤＳ患者について 

全国で平成 28 年に報告されたＡＩＤＳ患者の感染経路は，異性間の性的接触による 

感染が 113 件(25.9％)，同性間の性的接触による感染が 241 件(55.1％)で，性的接触によ 

る感染は合わせて 354 件(81.0％)を占めた（図 4） 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 3 全国の HIV 感染者の感染経路別内訳(平成 28 年全国報告例) 

 

図 4 全国のＡＩＤＳ患者の感染経路別内訳(平成 28 年全国報告例) 



３ 中国・四国ブロックの都道府県別の報告数について（平成 28 年） 

都道府県別の平成 28 年の報告数の上位 10 位は表 1 のとおりである。 

また，人口 10 万対の報告数の上位 10 位は，ＨＩＶ感染者で徳島県が８位，高知県が 10 位， 

となっており，ＡＩＤＳ患者では高知県が４位，愛媛県が９位となっている。いずれも，中国・

四国ブロックから，ＨＩＶ感染者で２県，ＡＩＤＳ患者で２県が 10 位以内に入っている。（表１，

表２）。 

 

表 1 HIV 感染者上位自治体 

 都道府県名 報告数   都道府県名 人口 10万対 

1 東京都 365  1 東京都 2.701 

2 大阪府 140  2 大阪府 1.584 

3 愛知県 69  3 沖縄県 1.185 

4 神奈川県 56  4 岐阜県 0.984 

5 福岡県 44  5 愛知県 0.922 

6 千葉県 32  6 福岡県 0.862 

7 埼玉県 26  7 山梨県 0.838 

8 北海道 22  8 徳島県 0.794 

9 岐阜県 20  9 熊本県 0.784 

9 兵庫県 20  10 高知県 0.687 

 

      表 2 AIDS 患者上位自治体 

 都道府県名 報告数   都道府県名 人口 10万対 

1 東京都 97  1 福岡県 0.921 

2 大阪府 47  2 佐賀県 0.720 

2 福岡県 47  3 東京都 0.718 

4 愛知県 32  4 高知県 0.549 

5 神奈川県 26  5 大阪府 0.532 

6 北海道 19  6 群馬県 0.456 

6 千葉県 19  7 愛知県 0.428 

8 兵庫道 15  8 鹿児島県 0.364 

9 埼玉県 14  9 愛媛県 0.361 

10 群馬県 9  10 北海道 0.353 

       

 

 

※報告数は「エイズ予防情報ネット～エイズ動向発生委員会報告～」による。 

※人口 10万対は，2015 年 10 月１日現在人口（総務省統計局ホームページ公表）に基づき広島県が

算定した。



４ 保健所における HIV 抗体検査及び相談件数 

平成 28年の中国・四国ブロックにおけるHIV抗体検査件数は 6,920件（前年 7,905件），

相談件数は 8,804 件（前年 10,150 件）と共に減少した（図 5）。 

また，平成 29 年第 1 四半期における HIV 抗体検査件数は 1,581 件（前年同時期 1,682

件），相談件数は 1,910 件（前年同時期 2,216 件）と，いずれも前年同時期と比較し減少し

ている（表３，表４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３  中国・四国ブロック保健所における HIV 抗体検査件数  表４  中国・四国ブロック保健所における相談件数 

 Ｈ28 年第 1 四半期 Ｈ29年第 1四半期   Ｈ28 年第 1 四半期 Ｈ29 年第１四半期 

鳥取県 147 101  鳥取県 1 12 

島根県 67 57  島根県 74 12 

岡山県 241 276  岡山県 407 400 

広島県 455 427  広島県 1,048 822 

山口県 181 161  山口県 135 91 

徳島県 158 146  徳島県 190 187 

香川県 83 55  香川県 64 59 

愛媛県 249 209  愛媛県 290 309 

高知県 101 149  高知県 7 18 

計 1,682 1,581  計 2,216 1,910 

※第１四半期とは，１月から３月のこと 

(件) 

図 5 中国・四国ブロックのＨＩＶ抗体検査・相談件数の年次推移 


